
日本創傷治癒学会会則および日本創傷治癒学会会則施行細則が改定されました

（2008年12月6日）

当教室は昭和５２年４月に形成外科診療科として新設され、昭和６２

年に正式な講座になりました。現在、教授１名、准教授１名、講師（特

任講師を含む）２名、助手（特定病院助手を含む）３名、医員７名、大

学院生７名、外国人特別研究者１名、言語聴覚士１名、および非常勤講

師・職員若干名で診療、教育、研究にあたっています。研究は診療科の

特性を生かし、臨床に直接つながる研究を重視しています。当教室では

再生医学という言葉が生まれるはるか以前の１９８３年から、皮膚の再

生研究に取り組んでいます。また瘢痕・ケロイドは形成外科診療班の時

代から臨床の柱であり、現在も臨床、研究の中心になっています。以

下、創傷治癒に係るわれわれの研究について分野別に紹介いたします。

１．新規人工真皮の開発と臨床応用

人工真皮は細胞を含まずコラーゲンスポンジの足場（scaffold）だけを

提供し、真皮様組織を再生させるもので、われわれが本学再生医学研究

所およびグンゼ（株）研究所との共同研究により開発した製品はペル

ナック としてすでに市販され広く臨床応用されています。人工真皮は褥

瘡・難治性潰瘍など感染しやすい創には利用しにくいのが欠点ですが、

対策として塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF）との併用療法が有効であ

ることを報告してきました。しかし半減期の短い細胞増殖因子をいかに

保持できるかが問題であり、 bFGFとゼラチンが静電的相互作用を持つこ

とを利用した細胞増殖因子保持型の新規材料を開発しました。ゼラチン

を混入したコラーゲンスポンジがbFGFを徐放させることを証明し、動物

実験において肉芽形成促進、上皮化促進効果も認められました。また

bFGF以外にも細胞増殖因子を徐放することが認められており、多血小板

血漿（PRP）に含まれる複数の細胞増殖因子の徐放に関して現在検討を行

っています。この細胞増殖因子保持型新基材は、２００９年末より難治

性潰瘍に対する新規医療材料として臨床治験を行う準備を行っていま

す。

２．培養真皮・培養皮膚の開発研究

コラーゲンスポンジにヒト線維芽細胞を播種培養したものが培養真

皮、線維芽細胞と表皮細胞を共に含むものを複合型培養皮膚と呼んでい

ます。従来、培養過程に用いられる異種細胞、動

物由来血清などが安全性の点から問題とされてき

ました。われわれは患者自己血清を用いること

で、動物血清を使用しない培養法を確立してお

り、培養真皮に関しては、臨床試験「自家培養真

皮を用いた糖尿病性潰瘍に対する創床形成療法の

安全性と臨床効果の検討」を京都大学医学部附属

病院で開始しています。今後は、この臨床試験の結

果を踏まえて複合型培養皮膚の臨床応用を行う

予定です。

３．ケロイド・肥厚性瘢痕に対する研究

再生医科学研究所とも協力し、最新の分子生物

学的、生化学的手法を用いて、成因・病態の解明

に取り組んでいます。同時に、その成果を臨床に

反映するべく、より有効な新規治療法および新薬

の開発にも力を入れています。また本研究成果を

生かして、瘢痕ではない真の皮膚再生を目指した

研究にも取り組んでいます。

４．組織幹細胞およびiPS細胞の研究

近年、成体組織にも幹細胞が存在することが報

告されてきましたが、当教室においては、ヒト皮

膚に存在する各種幹細胞の解析を行い、再生医療

への応用を検討しております。また、CiRA（京都

大学物質－細胞統合システム拠点iPS細胞研究セ

ンター）、本学神経内科教室と共同で、神経変性

疾患患者ならびに健常者より採取した線維芽細胞

からiPS細胞を作製し、神経変性疾患や皮膚疾患の

成因・病態解明に取り組んでいます。

５．軟骨前駆細胞の同定および軟骨再生への応用

家兎耳介軟骨を用いて、多分化能を有する軟骨

前駆細胞の同定を行いました。軟骨膜移行層に存

在する軟骨膜細胞の培養を行い、分化誘導により

骨や脂肪へ分化することを初めて明らかにしまし

た。また移植実験により、耳介軟骨膜細胞から再

生した軟骨組織はタイプX コラーゲンの発現が少

なく、長期形態維持能に優れていることが証明さ

れました。臨床応用に向けて、耳介軟骨膜細胞か

ら軟骨再生を誘導するための足場としての新規再

生医療材料の開発を行っており、動物実験により

評価、検討を予定しています。

６．その他

皮膚の微小循環研究、皮弁末梢部の虚血性壊死

メカニズムの解明ならびに壊死予防、虚血再灌流

障害による壊死メカニズムの研究も以前から継続

して行っています。さらに皮膚・組織保存の研究

も行っています。脊髄損傷に関する研究も継続し

て行っています。また解剖学教室と共同研究して

いる発生研究も将来的には再生・創傷治癒研究に

結び付くものと考えています。当教室は昭和５２
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◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（３）

名誉会員　本会に特別に功労があった正会員と

し、理事会で推薦し、 理事会および評議員会の議

を経て総会で承認する。（理事・会長経験者）

（変更前）：

名誉会員　本会に特別に功労があった正会員と

し、理事会および評議員会の議を経て総会で推挙

する。（会長経験者）

◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（４）

特別会員　本会に特別に功績があった正会員と

し、理事会で推薦し、理事会および評議員会の議

を経て総会で承認する。（評議員経験者）

（変更前）：

特別会員　本会に特別な功績があった正会員と

し、理事会および評議員会の議を経て総会で推挙

する。（評議員経験者）

◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（５）

賛助会員　本会の目的に賛同し、本会の発展に協

力を希望する個人、法人、あるいは団体とし、理

事会および評議員会にて承認される。

（変更前）：

賛助会員　本会の目的に賛同し、本会の発展に協

力を希望する個人、法人、あるいは団体とし、理

事会および評議員会にて推薦される。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

III　名誉会員および特別会員に関する細則（４）

名誉理事長は理事会で推薦され、理事会および評

議員会の議を経て、総会で承認する。

（変更前）：

名誉理事長は理事会および評議員会の議を経て、

総会で推挙する。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

V　理事長に関する細則（１）

理事長は理事の中より選出され、評議員会・総会

で承認する。

（変更前）：

理事長は理事の中より選出される。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

VI 　理事に関する細則（４）

理事は、評議員としての任期終了後も、理事の任

期満了まで在任することができる。ただしその後

の再任はできない。

（変更前）：

理事の選出に関する細目は別に定める理事選出規

約による。

将来構想検討委員会、ガイドライン作成ワーキン

グ委員会、財務委員会、関連学会協議委員会は、

新たに委員会委員長を決める必要がある。

当教室における創傷治癒関連研究の紹介

第３８回日本創傷治癒学会において、日本創傷治癒学会学会会則第８章第１８条及び日本創傷

治癒学会会則施行細則XI附属（５）により、以下７点について変更されました。
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日本創傷治癒学会会則および日本創傷治癒学会会則施行細則が改定されました

（2008年12月6日）

当教室は昭和５２年４月に形成外科診療科として新設され、昭和６２

年に正式な講座になりました。現在、教授１名、准教授１名、講師（特

任講師を含む）２名、助手（特定病院助手を含む）３名、医員７名、大

学院生７名、外国人特別研究者１名、言語聴覚士１名、および非常勤講

師・職員若干名で診療、教育、研究にあたっています。研究は診療科の

特性を生かし、臨床に直接つながる研究を重視しています。当教室では

再生医学という言葉が生まれるはるか以前の１９８３年から、皮膚の再

生研究に取り組んでいます。また瘢痕・ケロイドは形成外科診療班の時

代から臨床の柱であり、現在も臨床、研究の中心になっています。以

下、創傷治癒に係るわれわれの研究について分野別に紹介いたします。

１．新規人工真皮の開発と臨床応用

人工真皮は細胞を含まずコラーゲンスポンジの足場（scaffold）だけを

提供し、真皮様組織を再生させるもので、われわれが本学再生医学研究

所およびグンゼ（株）研究所との共同研究により開発した製品はペル

ナック としてすでに市販され広く臨床応用されています。人工真皮は褥

瘡・難治性潰瘍など感染しやすい創には利用しにくいのが欠点ですが、

対策として塩基性線維芽細胞増殖因子（bFGF）との併用療法が有効であ

ることを報告してきました。しかし半減期の短い細胞増殖因子をいかに

保持できるかが問題であり、 bFGFとゼラチンが静電的相互作用を持つこ

とを利用した細胞増殖因子保持型の新規材料を開発しました。ゼラチン

を混入したコラーゲンスポンジがbFGFを徐放させることを証明し、動物

実験において肉芽形成促進、上皮化促進効果も認められました。また

bFGF以外にも細胞増殖因子を徐放することが認められており、多血小板

血漿（PRP）に含まれる複数の細胞増殖因子の徐放に関して現在検討を行

っています。この細胞増殖因子保持型新基材は、２００９年末より難治

性潰瘍に対する新規医療材料として臨床治験を行う準備を行っていま

す。

２．培養真皮・培養皮膚の開発研究

コラーゲンスポンジにヒト線維芽細胞を播種培養したものが培養真

皮、線維芽細胞と表皮細胞を共に含むものを複合型培養皮膚と呼んでい

ます。従来、培養過程に用いられる異種細胞、動

物由来血清などが安全性の点から問題とされてき

ました。われわれは患者自己血清を用いること

で、動物血清を使用しない培養法を確立してお

り、培養真皮に関しては、臨床試験「自家培養真

皮を用いた糖尿病性潰瘍に対する創床形成療法の

安全性と臨床効果の検討」を京都大学医学部附属

病院で開始しています。今後は、この臨床試験の結

果を踏まえて複合型培養皮膚の臨床応用を行う

予定です。

３．ケロイド・肥厚性瘢痕に対する研究

再生医科学研究所とも協力し、最新の分子生物

学的、生化学的手法を用いて、成因・病態の解明

に取り組んでいます。同時に、その成果を臨床に

反映するべく、より有効な新規治療法および新薬

の開発にも力を入れています。また本研究成果を

生かして、瘢痕ではない真の皮膚再生を目指した

研究にも取り組んでいます。

４．組織幹細胞およびiPS細胞の研究

近年、成体組織にも幹細胞が存在することが報

告されてきましたが、当教室においては、ヒト皮

膚に存在する各種幹細胞の解析を行い、再生医療

への応用を検討しております。また、CiRA（京都

大学物質－細胞統合システム拠点iPS細胞研究セ

ンター）、本学神経内科教室と共同で、神経変性

疾患患者ならびに健常者より採取した線維芽細胞

からiPS細胞を作製し、神経変性疾患や皮膚疾患の

成因・病態解明に取り組んでいます。

５．軟骨前駆細胞の同定および軟骨再生への応用

家兎耳介軟骨を用いて、多分化能を有する軟骨

前駆細胞の同定を行いました。軟骨膜移行層に存

在する軟骨膜細胞の培養を行い、分化誘導により

骨や脂肪へ分化することを初めて明らかにしまし

た。また移植実験により、耳介軟骨膜細胞から再

生した軟骨組織はタイプX コラーゲンの発現が少

なく、長期形態維持能に優れていることが証明さ

れました。臨床応用に向けて、耳介軟骨膜細胞か

ら軟骨再生を誘導するための足場としての新規再

生医療材料の開発を行っており、動物実験により

評価、検討を予定しています。

６．その他

皮膚の微小循環研究、皮弁末梢部の虚血性壊死

メカニズムの解明ならびに壊死予防、虚血再灌流

障害による壊死メカニズムの研究も以前から継続

して行っています。さらに皮膚・組織保存の研究

も行っています。脊髄損傷に関する研究も継続し

て行っています。また解剖学教室と共同研究して

いる発生研究も将来的には再生・創傷治癒研究に

結び付くものと考えています。当教室は昭和５２

京都大学医学研究科形成外科学 鈴木 茂彦
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ホームページにカラーの写真を
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◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（３）

名誉会員　本会に特別に功労があった正会員と

し、理事会で推薦し、 理事会および評議員会の議

を経て総会で承認する。（理事・会長経験者）

（変更前）：

名誉会員　本会に特別に功労があった正会員と

し、理事会および評議員会の議を経て総会で推挙

する。（会長経験者）

◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（４）

特別会員　本会に特別に功績があった正会員と

し、理事会で推薦し、理事会および評議員会の議

を経て総会で承認する。（評議員経験者）

（変更前）：

特別会員　本会に特別な功績があった正会員と

し、理事会および評議員会の議を経て総会で推挙

する。（評議員経験者）

◇日本創傷治癒学会会則第３章第５条（５）

賛助会員　本会の目的に賛同し、本会の発展に協

力を希望する個人、法人、あるいは団体とし、理

事会および評議員会にて承認される。

（変更前）：

賛助会員　本会の目的に賛同し、本会の発展に協

力を希望する個人、法人、あるいは団体とし、理

事会および評議員会にて推薦される。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

III　名誉会員および特別会員に関する細則（４）

名誉理事長は理事会で推薦され、理事会および評

議員会の議を経て、総会で承認する。

（変更前）：

名誉理事長は理事会および評議員会の議を経て、

総会で推挙する。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

V　理事長に関する細則（１）

理事長は理事の中より選出され、評議員会・総会

で承認する。

（変更前）：

理事長は理事の中より選出される。

◇日本創傷治癒学会会則施行細則

VI 　理事に関する細則（４）

理事は、評議員としての任期終了後も、理事の任

期満了まで在任することができる。ただしその後

の再任はできない。

（変更前）：

理事の選出に関する細目は別に定める理事選出規

約による。

将来構想検討委員会、ガイドライン作成ワーキン

グ委員会、財務委員会、関連学会協議委員会は、

新たに委員会委員長を決める必要がある。

当教室における創傷治癒関連研究の紹介

第３８回日本創傷治癒学会において、日本創傷治癒学会学会会則第８章第１８条及び日本創傷

治癒学会会則施行細則XI附属（５）により、以下７点について変更されました。
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